
令和３年 12 月取材 

  

【主な事業内容】       旅館業 

【障がいのある人の主な仕事】 清掃(食事会場、客室、大浴場、廊下、階段、トイレ等)、厨房洗い場

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【障がい者雇用の経緯】 

10数年前から社長の意向もあり、京都ジョブ・パークや障害者職業相談室などの紹介で雇用を始め、現

在５名の障がいのある社員が働いています。聴覚障がいの社員が厨房の洗い場で働いていますが、他の社

員は清掃業務に携わっています。支援機関の紹介で就労されたこともあり、フォローも厚く安定した長期

雇用に繋がっています。障がい者雇用は「人材確保」であり「地域貢献」であると考えています。 

 

【フェイス toフェイスの関係の中で】 

    出勤時と退社時にフロントスタッフがフェイス 

toフェイスで声掛けを行う事で、顔色や体調を毎 

日確認しています。体調不調時にはシフト調整な 

どで柔軟に対応します。 

仕事の内容は基本的に決まっており、先輩から 

後輩へと引き継がれています。必要な事柄のみ、 

フロントスタッフが毎日指示と点検を行います。 

各人の特性に合わせて、説明や指示の仕方を工夫 

しています。 

設備上の問題なども、見つけると直ぐに報告し 

てくれるので、大変助かっています。頑張ってく 

れているので、スタッフもフォローのし甲斐を感 

じています。 

また、職場で言いづらいことは、支援機関に相 

談してくれます。支援機関と状況を共有し連携し 

てより良い職場環境作りに努めています。 

【ＭさんとＹさんの二人に聞きました】 

Ｍさんは 12年目、Ｙさんは７年目のベテラ

ンです。二人とも清掃の訓練、実習を経て採用

されました。 

二人で相談し、限られた時間内に綺麗にす

ることに挑戦しており、今は 1作業 15分を目

標に意見交換しながら工夫してやっていると

のことです。トイレやボイラーなどのトラブ

ルは、フロントに報告し対応してもらえるの

で、惑うことが無く安心して働けるとのこと

です。社長や専務、フロントの社員は気軽で話

し易く面倒見が良いと二人とも口を揃えて語

っていました。後輩に仕事の基本を教えるが、

皆真面目で面白いと言ってくれるが、さらに

自分達で工夫してくれたら嬉しいと、先輩ら

しく語っていたのが印象的でした。 

障がいのある人の雇用に取組む 

（京都市下京区） 

       「京都はあとふる企業」です 


